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北欧の教育農場をモデルとした放課後自然
塾（仮）を開講する

バングラデシュの水供給困難地域における
安全な水利用のための環境教育

市内放課後活動
リサーチ 120 件

SNSでのリアクション1,250 件

今年度計画の達成度 90 ％

目標達成度 30 ％
 北海道
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活動内容と成果
2021年度に開講する放課後自然塾「いきもの塾」の
準備とその活動拠点としてツリーハウスの建設を
行った。周辺の川・湖・山などへの視察と、3人の外
部講師へ依頼済み。ツリーハウス作りでは、北海道産
の材にこだわり、林業・製材業・建築業を営む地域の
業者4社とやり取りし進めた。大工さんとともに6人
のスタッフと子どもから大人まで15人のボランティ
アの方にご協力いただき、内装や塗装作業も体験。
SNSでの発信で約300人への周知と地域の新聞社2
社の取材を受けた。教育長を通し、市内10以上の小
中学校への周知も行った。

活動内容と成果
● 学校での啓発セミナーや給水施設実態調査の準
備・実践を中学校生徒が主体的に行うことで、子
どもたちが生活と密接に関連したESDを体験で
き、自ら給水施設の管理と運営ができるようにな
ることが期待される
● 子どもたちの純粋な思いによる安全な水利用への
取組みは、経験交流会やワークショップを通じて地
域行政関係者の意識変革を誘発すると考えられる
● 最終的には、地域住民による給水施設の維持管理
活動を地域行政が支援するという、安全な水利用
にとっての望むべき姿に近づけていきたい

課　題
支笏洞爺国立公園を身近に有しながらも、観光優先で、
地域住民の環境保全への意識も非常に低い。学校教育
や社会教育活動においても十分な環境教育の場が提供
されていない。

目　標
年間を通して、より深く自然や生態系について学べる
場づくり。観光や経済発展優先ではなく、環境問題を自
分ごととして考えられる人々が地域のなかで増えるよ
う働きかける。

課　題
バングラデシュ水供給困難地域での安全な水利用実
現のため、子どもたちが主体的に関わる環境教育の
実践活動を支援し、環境教育モデルの普及、調査解
析活動を行う。

目　標
目標は住民主体の給水施設維持管理による安全な水
利用であり、環境教育はその目的達成のための重要
な手段という位置づけである。

〒052-0005
北海道伊達市清住町47番地1
電話：080-1886-0698
E-mail：info@ikimonoinc.jp
HP：https://ikimonoinc.jp/

〒350-2201
埼玉県鶴ヶ島市富士見4-2-7-306

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
より自然と近い環境で学習できるよ
うにとツリーハウス型の小屋を建設
することとなり、協力者を集めるの
に苦労した。

■工夫した点
小屋の建設作業の様子を連日投稿
し、規模や活動目的が伝わるよう
SNSで発信。また、興味を引くよう
なチラシも作成し配布した。

■苦労した点
新型コロナウイルスの影響で日本人
が現地に渡航することができず、現
地活動状況の正確な把握が難しかっ
た。

■工夫した点
現地スタッフとのテレビ会議による
定期的会合により、適切な意見交換
ができ、現地の状況把握ができるよ
うになった。

受講者が学び体験したことを自ら発信し、環境問題などについて地域に広めて
いってほしい。ツリーハウスを教室としてだけでなく、展示や多世代の交流の場と
して活用し役立てていけるよう、イベントなどを仕掛けたい。

安全な水利用のための研修を受けた教員たちが、今後生徒たちに実践を交えた指
導を行い、さらにその成果を子どもたちが地域に伝えていくことが期待される。塩
水化地域で、ヒ素汚染地域での環境教育モデルが普及する。
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いきもの塾教室「ツリーハウスつみき」完成！いきもの塾教室「ツリーハウスつみき」完成！

教員研修での簡易浄水装置の作成状況教員研修での簡易浄水装置の作成状況

たくさんの地域の方のご協力でたくさんの地域の方のご協力で

給水施設モニタリング風景給水施設モニタリング風景

教員研修の参加者数 10 人
維持管理支援による
給水施設の利用 2,690 人

今年度計画の達成度 10 ％

目標達成度 10 ％
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